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１ｍ深地温の逆解析によるため池堤体漏水の幅・深度推定法

ため池改修の判定指標の一つに堤体の漏水があります（土地改良事業設計指針「ため池整備」）。漏水の把握は、安全

性確保と共に、長寿命化に向けたため池堤体の適切な保全管理に際しても、堤体劣化の指標として有効と考えられます。

そこで、１ｍ深地温探査法と三次元熱伝導シミュレーションによる逆解析を組み合わせた、小規模ため池堤体を対象と

した安価な漏水調査法の開発しました。

背景及び概要

技術の内容と特徴

１．ため池堤体に設定した測線上で測定した１ｍ深地温の分布と熱伝導シミュレーションで求めた１ｍ深地温の分布を一

致させる作業（逆解析）により、堤体内部の漏水の幅と深度を推定する方法です（図１）。

２．１ｍ深地温は漏水によって生じた堤体内部の地温異常（通常の１ｍ深地温と異なる地温の範囲）が把握できるよう、

作業が容易なため池堤体天端等に測線を設定し、１～２ｍ間隔で測定します。測定は通常の１ｍ深探査法と同じく、

鋼棒等を堤体中に打ち込んで削孔した後、孔に白金測温抵抗体等の精度の高いセンサを挿入して行います。ため池堤

体においても、漏水部分とそれ以外の部分の１ｍ深地温の差は夏と冬に大きく春と秋は小さいので、１ｍ深地温の測

定は夏または冬に行うことが適当です。

３．熱伝導シミュレーションは、堤体内の１ｍ深地温においても日較差を無視できることから、定常熱伝導問題（内部発

熱なし）として単純化できます。１ｍ深地温の分布は漏水の幅の違いに対しては主に変化域の幅として、漏水の深度

の違いに対してはほぼ等しい変化域内で地温の違いとして表れます。このため熱伝導シミュレーションの初期条件と

して実測による漏水温を与えることにより、逆解析によって漏水の幅や深度を推定できます（図２、図３、図４）。

４．堤体内部の漏水の推定は、測定した１ｍ深地温とシミュレーションで求めた１ｍ深地温の分布が一致するまで漏水の

幅・深度を変えて行います。

５．必要な機材を購入すれば、ため池を管理する市町村や土地改良区等の現場技術者が自ら実施できる安価な手法です。

また、複数の測線を堤体上に設定することにより、堤体全体の漏水経路を推定できます。
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図３ シミュレーションに用いたため池堤体（断面図）
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図４ 調査実施ため池の概要（香川県・青池）
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図２ 逆解析による漏水の推定

推定した漏水：
堤体平行方向

幅3.0m
堤体天端から

深度1.7m

図１ 作業の流れ

１ｍ深地温の測定

シミュレーションによる
１ｍ深地温の計算

計算結果と実測値
との比較

シミュレーションのための
漏水の幅・深度の設定

一致した場合

作業終了

ため池堤体
における

測線の設定

一致しない
場合

繰
り
返
し

１ｍ深地温探査

三次元熱伝導シミュレーションによる逆解析

１ｍ深地温の測定

シミュレーションによる
１ｍ深地温の計算

計算結果と実測値
との比較

シミュレーションのための
漏水の幅・深度の設定

一致した場合

作業終了

ため池堤体
における

測線の設定

一致しない
場合

繰
り
返
し

１ｍ深地温探査

三次元熱伝導シミュレーションによる逆解析


